
平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
八
日
提
出

質

問

第

四

八

号

野
田
内
閣
が
「
な
る
べ
く
早
く
」
取
り
組
も
う
と
す
る
諸
課
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

橘

慶

一

郎
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野
田
内
閣
が
「
な
る
べ
く
早
く
」
取
り
組
も
う
と
す
る
諸
課
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書

野
田
内
閣
が
発
足
し
て
最
初
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
い
て
、
内
閣
が
当
面
す
る
諸
課
題
に
関
す
る
各
委
員
か
ら
の
質
問

に
対
し
、
野
田
総
理
及
び
関
係
閣
僚
か
ら
は
、
「
な
る
べ
く
早
く
」
取
り
組
み
た
い
と
の
答
弁
が
多
く
見
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
野
田
総
理
は
、
喫
緊
の
課
題
と
し
て
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
態
の
収

束
、
円
高
等
経
済
危
機
へ
の
対
応
を
挙
げ
、
さ
ら
に
以
前
か
ら
の
内
政
・
外
交
の
重
要
課
題
に
取
り
組
む
姿
勢
を
表
明
し
た

が
、
年
末
ま
で
の
三
か
月
を
展
望
し
て
も
、
第
三
次
補
正
予
算
の
編
成
を
は
じ
め
、
処
理
す
べ
き
案
件
は
多
く
、
入
念
な
「
日

程
管
理
」
と
案
件
の
取
捨
選
択
な
し
に
は
乗
り
切
れ
な
い
も
の
と
思
料
す
る
。
つ
い
て
は
、
内
閣
が
「
な
る
べ
く
早
く
」
取
り

組
も
う
と
す
る
諸
課
題
に
関
し
、
以
下
十
項
目
に
わ
た
り
質
問
す
る
。

一

第
三
次
補
正
予
算
に
つ
い
て
、
安
住
財
務
大
臣
の
答
弁
に
よ
れ
ば
、
歳
出
内
容
の
確
定
の
後
、
印
刷
製
本
に
三
週
間
を
要

す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
国
会
提
出
ま
で
の
主
要
な
事
務
工
程
を
示
さ
れ
た
い
。
現
時
点
で
最
低
三
週
間
か
か
る
と
す
れ

ば
、
国
会
提
出
は
早
く
て
十
月
下
旬
と
想
定
さ
れ
る
が
、
内
閣
の
見
解
を
伺
う
。

二

仮
に
今
臨
時
会
を
閉
会
し
て
再
度
臨
時
会
を
召
集
す
る
と
し
て
、
藤
村
官
房
長
官
は
、
次
年
度
予
算
編
成
等
の
た
め
、
十

二
月
中
旬
に
は
閉
会
す
る
の
が
通
例
と
答
弁
し
た
。
第
三
次
補
正
予
算
の
審
議
を
優
先
す
る
と
す
れ
ば
、
残
る
会
期
は
一
か

一



月
余
り
と
見
込
ま
れ
、
内
閣
と
し
て
成
立
を
期
す
る
法
案
は
自
ず
と
絞
り
込
ま
ざ
る
を
得
な
い
も
の
と
思
料
す
る
。
そ
の
中

で
、
先
に
内
閣
衆
質
一
七
七
第
四
二
七
号
で
「
可
能
な
限
り
早
期
に
」
提
出
す
る
と
答
弁
の
あ
っ
た
第
三
号
被
保
険
者
の
不

整
合
記
録
問
題
へ
の
対
応
の
た
め
の
所
要
の
法
律
案
の
取
り
扱
い
方
針
を
伺
う
。

三

野
田
総
理
の
答
弁
に
よ
れ
ば
、
前
国
会
に
菅
内
閣
が
提
出
し
た
「
国
家
公
務
員
の
給
与
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
案
」

の
早
期
成
立
を
願
う
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
本
法
律
案
に
つ
い
て
職
員
団
体
の
同
意
は
ど
の
程
度
得
ら
れ
て
い
る
の
か
、
確

認
す
る
。

四

三
に
つ
い
て
、
同
意
し
た
職
員
団
体
の
中
に
は
、
前
国
会
に
菅
内
閣
が
提
出
し
た
「
国
家
公
務
員
の
労
働
関
係
に
関
す
る

法
律
案
」
の
同
時
成
立
を
条
件
と
し
た
と
も
仄
聞
す
る
が
、
確
認
す
る
。
ま
た
、
野
田
内
閣
と
し
て
、
両
法
律
案
の
同
時
成

立
を
目
指
す
と
す
れ
ば
、
年
末
ま
で
の
限
ら
れ
た
期
間
で
は
困
難
で
あ
る
と
思
料
す
る
が
、
内
閣
の
方
針
を
伺
う
。

五

人
事
院
は
、
九
月
末
に
も
給
与
改
定
の
勧
告
を
出
す
と
仄
聞
す
る
が
、
本
質
問
に
対
す
る
内
閣
の
答
弁
の
時
点
で
、
勧
告

が
出
さ
れ
て
い
る
場
合
、
野
田
内
閣
と
し
て
、
勧
告
に
基
づ
く
給
与
法
の
改
正
案
を
提
出
す
る
の
か
、
確
認
す
る
。
こ
の
場

合
、
先
に
菅
内
閣
が
提
出
し
た
「
国
家
公
務
員
の
給
与
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
案
」
と
の
適
用
関
係
を
野
田
内
閣
と
し

て
ど
の
よ
う
に
整
理
す
る
方
針
で
あ
る
の
か
、
伺
う
。

二



六

野
田
総
理
と
米
国
オ
バ
マ
大
統
領
と
の
初
会
談
を
受
け
て
、
総
理
は
、
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
の
交
渉
参

加
に
つ
い
て
な
る
べ
く
早
く
結
論
を
出
し
た
い
と
答
弁
し
た
。
菅
内
閣
に
お
い
て
は
、
農
林
水
産
業
の
維
持
・
強
化
策
を
取

り
ま
と
め
た
上
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
の
是
非
を
判
断
す
る
と
の
方
針
で
あ
っ
た
が
、
野
田
内
閣
も
こ
の
作
業
手
順
を
踏
襲
す

る
方
針
で
あ
る
の
か
、
確
認
す
る
。

七

野
田
総
理
の
「
な
る
べ
く
早
く
」
と
の
答
弁
は
、
結
論
を
か
な
り
急
い
で
出
し
た
い
意
欲
の
表
れ
と
も
と
れ
る
が
、
こ
の

秋
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
会
議
に
間
に
合
わ
せ
よ
う
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
の
か
、
確
認
す
る
。
六
の
手
順
で
進
め
る
と

す
れ
ば
、
一
な
い
し
二
か
月
で
結
論
を
得
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
思
料
す
る
が
、
い
か
が
か
。

八

原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
の
判
断
基
準
と
な
る
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
の
手
続
き
に
つ
い
て
、
枝
野
経
済
産
業
大
臣
は
、
「
で

き
る
だ
け
早
く
」
と
は
考
え
る
が
、
具
体
的
な
判
断
時
期
は
明
示
で
き
な
い
と
答
弁
し
た
。
改
め
て
、
経
済
活
動
に
も
配
慮

し
た
今
冬
の
安
定
的
な
電
力
供
給
へ
の
取
り
組
み
と
、
国
民
の
安
心
感
に
も
配
慮
し
た
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
へ
の
取
り

組
み
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
、
野
田
内
閣
の
方
針
を
伺
う
。

九

小
宮
山
厚
生
労
働
大
臣
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
日
の
「
高
齢

者
医
療
制
度
改
革
会
議
最
終
取
り
ま
と
め
」
を
踏
ま
え
て
、
「
な
る
べ
く
早
く
」
法
案
を
提
出
し
た
い
と
答
弁
し
た
。
つ
い

三



て
は
、
次
期
通
常
国
会
に
法
案
を
提
出
す
る
方
針
で
あ
る
の
か
、
確
認
す
る
。

十

以
上
、
質
問
し
た
案
件
の
外
、
野
田
内
閣
と
す
れ
ば
、
郵
政
改
革
法
案
や
復
興
庁
・
復
興
特
区
を
設
け
る
た
め
の
法
律
案

等
、
国
会
審
議
を
求
め
る
案
件
は
か
な
り
の
分
量
に
上
る
と
推
察
す
る
。
ま
た
、
年
末
に
は
「
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
」

に
つ
い
て
も
取
り
ま
と
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
入
念
な
「
日
程
管
理
」
と
案
件
の
取
捨
選
択
な
し
に
は
乗
り
切
れ
な

い
も
の
と
思
料
す
る
。
ま
た
、
立
法
府
に
対
し
て
は
、
前
広
な
対
応
と
審
議
日
程
の
確
保
に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
、
野
田
内
閣
の
対
処
方
針
を
伺
う
。

右
質
問
す
る
。

四


